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１.目的

ミズオジギソウ(Neptunia oleracea)の運動に対する麻
酔の影響を調べ植物の麻酔にかかるメカニズムの解明に
近づく。また、解明されつつある、ヒトが麻酔にかかる
メカニズムと類似点があるか調べる。

２. 仮説

ヒトに麻酔をかけると感覚がマヒするが呼吸などの生
命に不可欠な運動は阻害されないので、植物も同様な
反応が得られるのではないかと考えた。

３. 予備実験

先行実験を行っていた北見工業大学の陽川教授にオジギ
ソウのジエチルエーテル処理の助言をいただき、方法を
確立させた。
①ミズオジギソウをバットと水槽を用いて密閉する。
②水槽の中の気体の内15％をジエチルエーテルが占める
ようにして水槽の中に入れて
約2時間待つ。
この予備実験により実際に
ミズオジギソウに麻酔がか
かっていることが確認できた。

図１ ジエチルエーテル処理の様子

定義

今回の実験では「１０回の刺激に対して約３０秒動かず翌日まで
枯れなかった」場合を麻酔にかかったとする。

４. 本実験

実験１ 刺激と麻酔の関係
①水を張ったバットと張っていないバットを用意してミズオ
ジギソウに麻酔をかけて約２時間待つ。
②刺激を１０回ずつ与えて動画を撮影する。

実験２ 就眠運動と麻酔の関係
①麻酔をかけたミズオジギソウとかけていないものを用
意する。
②それぞれを暗所にいれて就眠運動がどのようなものか、
麻酔によって運動が変化するのかの２点を赤外線カメラ
を用いて測定する。

５. 結果

水ありで葉が水面についていない場合の変化

水なしの場合の変化

翌日にはすべての葉が動くようになり枯れることもなかった。

表１ 実験１の結果

麻酔あり 麻酔なし

実験１より、ミズオジギソウは気孔の働きが活性化すると周
囲の揮発したジエチルエーテルを吸収し麻酔にかかると考
えらえる。

またミズオジギソウの刺激による運動が麻酔によって制御さ
れたのは細胞膜上のイオンチャネルの働きが制御され電気
信号が伝達されなかったためだと考えられる。

しかし、就眠運動が制御されなかったことから、細胞の核内
の遺伝子発現は制御されず、概日リズムは崩れないと考え
られる。

そして、ヒトも植物も細胞膜のイオンチャネルに麻酔が影響
を与えるという点で類似していると分かった。
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表２ 実験２の結果
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